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研究成果の概要：本研究では、インキュベーション施設を調査対象としながら、起業家とイン

キュベーション、あるいは起業家間の関係がどのような形で起業家活動やキャリア形成に影響

を及ぼすかについて、半構造インタビュー調査に基づきながら分析をおこなった。その結果、

インキュベーション施設による支援が産業クラスター形成による地域に根ざした濃密な企業間

関係の構築を目的としているものの、起業家が自分の個々のビジネスを安定化、発展させてい

くことが第一義的な目的である以上、インキュベーション施設によるクラスター形成の目的に

反する起業家が数多く存在することが確認された。さらにインキュベーション施設の目的に同

調する起業家も、一枚岩的な理念の共有がおこなわれていないことが明らかになった。とりわ

け、資源動員の場としてインキュベーションを活用する事例が多く、グループ化によって地域

内で新たな秩序を形成していく企業はわずかであった。 
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１．研究開始当初の背景  近年の欧州における学会では起業家の行

動を解明する上で、社会学や文化人類学の
知見を取り入れた研究が盛んである。
Journal of Business Venturing誌において
2002年に定性的方法論（qualitative 
methods）の特集が組まれ、社会学、人類

本研究は、起業家の行為プロセスに焦点
をあてることによって、起業家と彼らを取
り巻く社会的状況を含めた起業のメカニズ
ムを明らかにし、スタートアップの支援施
策のあり方を模索する。 



学におけるエスノグラフィーや参与観察、
インタビュー法に基づいた起業現象への接
近が紹介され、起業家の主観的世界の記述
と分析の必要性が指摘されている。更に、
HjorthとSteyaert（2004）では、科学的方
法論における言語論的転回に基づいた研究
が行われ、社会構成主義の立場からフィー
ルドワークが実践されるなど、欧米におい
て起業家の行為プロセス解明を目指した方
法論の整備が進められている。また、起業
家の持つネットワーク構造だけでなく、そ
のネットワークの中でどのような関係性の
ダイナミクスが見られるのかという点が重
要になりつつある。中でも、認知や学習と
いう概念が起業者の行為を分析するうえで
導入されるようになってきている。直近で
は、2005年にEntrepreneurship Theory ＆
Practice誌において起業家を主体とした学
習に関する特集が組まれた。起業家の学習
は、起業家のキャリアの中での体験を機会
認識の知識として転換するプロセ（Politis, 
2005）として捉えられ、単なる体験だけで
はなく前職などのキャリアや既存の知識や
考え方が動員されている点が着目された。
こうした相互作用の内容に関する研究は、
濃密な記述に基づいた調査資料の中から、
因果プロセスを明らかにする研究として行
われており、しかも起業家の行為プロセス
を解明するアプローチが欧米では実践的な
知識として生かされつつある段階にまで達
している。 
 それに対して日本の起業家活動における
実践的議論では、主にベンチャー支援にお
ける投資実績から制度面における課題や制
度を補完するスキームが主に指摘されてき
た。また、社会ネットワーク論や組織論を
背景とした研究でも、起業に有利なネット
ワークというような構造的な捉え方が支配
的で、起業家の変化に焦点を当てた動態的
な研究は数が少ない。上記のような欧米に
おける新たな研究からの知見は、施策立案
レベルにおいて反映されないだけでなく、
研究実践においてもほとんど活用されてこ
なかった。ところが現実には、起業開業率
が低い日本では、起業家の認知や学習、あ
るいは起業家を取り巻く制度的な枠組みの
レベルにおいて、どのような要因がボトル
ネックとなっているのかという特徴を捉え
ることが急務の課題となっており、そうし
た問題に対応できるようなインプリケーシ
ョンを示唆していくことが、ベンチャー研
究の理論知と実践知レベルの両面において
重要なテーマとなっている。 
 本研究の申請者は、それぞれが個別のフ
ィールドに適したやり方でインタビュー調
査を展開し、異なる方法論を用いながら事
例研究を進めてきているものの、起業家の

行為プロセスの分析をおこなっているとい
う共通点を持っている。稲垣(2005)は、イ
タリア地域産業の事例の中で成功した起業
家の行為が影響力となって後続の起業家の
モティベーションや学習の対象となること
を示し、キャリアや組織のあり方によって
影響力の伝播の経路が異なることを明らか
にした。山田(2006)は、香川県のベンチャ
ー企業を事例としながら、起業家チームの
形成プロセスの中で、事前合理性が極めて
不確実な創業初期の状況において、どのよ
うにメンバー間の役割分担が成立するのか
という点に焦点を当てた。高橋・宇田
（2005）の研究では、インキュベーション
施設のパフォーマンスが、その施設に入居
している起業家と施設管理者との相互関係
によって左右されるという点を関西のイン
キュベーション施設の事例の中で明らかに
してきた。しかしながら、相互参照する形
で理論を再検討し、事例へのアプローチに
整合性を持たせるといった作業をしてこな
かった。本研究では、近年の最新の動向を
レビューしながら課題のすり合わせをおこ
ない、事例へのアプローチとして統一的な
手法とルールを開発しながら、相互に参照･
共有できる一次資料と研究成果を蓄積して
いくことが求められた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、創業支援組織に入居する起業
家や大学発ベンチャーにおける起業家とい
うように、社会的な現象として起業家の行
為連鎖に着目しながら、新しい事業創造と
スタートアップのプロセスについて明らか
にする。その中で、とくに次の３つの点を
明らかにする。 
 第一に、資源としてのネットワークと関
係性のダイナミクスである。山田は、起業
家チームのメンバー間の役割分担を成立さ
せる行為の連続性について探求を進める。
とりわけプロジェクト・チームにおける機
能分担や補完性に注目し、異質な知識（技
術、市場、経営など）の結合によるイノベ
ーションを目指す活動において、複数の中
心的な役割を果たす人物の関係の有機性を
明らかにする。 
 第二に、起業家が社会的な環境の中で、
支援者などとの間でおこなう学習について
である。稲垣は、成功した起業家の行為に
よる後続の起業家の学習行為に対する影響
力を示したが、本研究では、インキュベー
ション施設の中で、入居者である起業家が
どのような学習をしているかについて明ら
かにする。中でも、施設管理者の入居者へ
の働きかけによって、どのように入居者間
の相互関係が規定されるのか、さらにそこ



からどのような学習の促進効果が見られる
のかについて明らかにする。 
 第三に、起業家を取り巻く制度的な枠組
みの変動である。高橋と宇田は、引き続き
インキュベーション施設の活動パフォーマ
ンスについて明らかにすることが目的であ
るが、入居している起業家と施設管理者と
いう二者間関係から視点を広げ、研究者、
行政、金融機関を含めたより広範なネット
ワークの形成として、その連続的な相互作
用から起業家の行為を捉える。そこでは、
ネットワークを構成する人々の戦略性に注
目することで、制度的枠組みの刷新の中で
起業という社会的現象が構成されるプロセ
スを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究はフィールドワークでの聞き取り
調査に基づく記述を資料として蓄積し、さ
らに同じ対象について２時点間の変化を記
述する形でインタビューをおこなう、いわ
ゆる定点観測の方法を採用した。 
 また、本研究で作成された一次資料に関
しては、次の２つの学術的な意義を持つ。
①追検証が可能な形で一次資料を蓄積する
ことによって、日本のベンチャー企業のス
タートアップ・プロセスについて記述する
事例を国際比較可能なものにしていくこと
である。研究メンバーによるこれまでの研
究では、企業のスタートアップ初期の段階
における起業家の行動を捉える上で、パー
トナーや支援者との相互作用によって生じ
る変化の因果プロセスが重要であり、起業
家の行動が同型化圧力に抗して異なる規範
や正当性を生み出していくプロセスとして
描かれてきた。しかしながら、行為を記述
する研究に対しては、ナラティブな資料が
公開されずにどれもが追検証が不可能であ
ることが指摘されてきた。 
②欧米の文献による方法論と位置づける形
で、日本の事例において起業家活動の行為
プロセスを明らかにする点である。これま
での国内における起業家研究の多くが、地
域経済や中小企業の関心とリンクさせる形
ですすめられてきており、必ずしも国際学
術誌で位置づけられるような理論的枠組み
に沿った形でおこなわれてこなかった。そ
のために、日本の起業家行動の実態を国際
比較として位置づけることが難しかった。
本研究は、日本の起業家によるスタートア
ップ・プロセスの事例を海外の事例と比較
する上での、基礎的な資料として提供しよ
うとするところに方法論的な特色がある。 
 
４．研究成果 
 Takahashi(2008)および宇田・高橋
(2007); (2008)は、インキュベーション施設

を利用するクリエイターの行為戦略に着目
し、言説分析を用いて起業家の行為を分析
してきた。ここで得られた新たな発見事実
は、インキュベーション施設の戦略的利用
を試みるアクターが、施設管理者に限らず、
様々なアクターがそれぞれの戦略的意図に
基づき、資源動員の場としてのインキュベ
ーション施設の姿を浮き彫りにした。また、
フリーランス・クリエイターとクライアント
企業、広告会社と，研究者をアクターとして
それおれの主体間に権力関係が潜んでいるこ
とを明らかにした。 

 稲垣＆高橋による一連の学会報告では、

同様の研究対象をもとに、地理的に近接し

た起業家間で既存の取引関係を超えてどの

ような関係を形成するかに着目した研究成

果を報告した。本研究では、起業家間の行為

の連鎖がどのような形で起業家活動に影響

を及ぼすかについて、半構造インタビュー調

査に基づきながら分析をおこなった。その結

果、インキュベーション施設による支援が産

業クラスター形成による地域に根ざした濃

密な企業間関係の構築を目的としているも

のの、その目的に反する起業家が数多く存在

することが確認された。さらにインキュベー

ション施設の目的に同調する起業家も、一枚

岩的な理念の共有がおこなわれていないこ

とが明らかになった。とりわけ、資源動員の

場としてインキュベーションを活用する事

例が多く、グループ化によって地域内で新た

な秩序を形成していく企業はわずかである

ことが確認された。 
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